
 

 

博物館教育論2023 

第５講 広場がつくる博物館教育 

１．自然史博物館の展示変遷 

 音声ファイルは2020年のものです 

 音声ファイル１ kyoiku2023_5-3.mp3 スライド１- １５ 

 音声ファイル２ kyoiku2023_5-4.mp3 スライド１６- ４５ 

 19世紀後半 20世紀前半 20世紀中頃 20世紀後半 21世紀 

テーマ 形態 生態 進化 多様性 統合 

手法 資料陳列 ジオラマ グラフィック マルチメディア 美術陳列 

配置 露出 ガラス越し ケースの中 樹脂封入／浸透 取捨選択 

補助 なし 背景画 図版・写真 模型・映像 人間 

視点 自由 固定 固定 自由 自由 

伝達内容 博物学 生息地 科学理論 環境倫理 科学研究 

類似施設 博覧会 映画館 寺院教会 テーマパーク 広場・工房 

空間照明 自然採光 自然採光 人工照明 低照明 混合照明 

資料照明 自然採光 人工照明 人工照明 人工照明 高演出照明 

観覧効果 驚き 旅行気分 教養勉強 興奮歓楽 知的好奇心 

 

 博物館教育にふさわしい展示室は、つぎの３点を備えていることと考える。あくまで宇仁個人の考え。 

１）人間がいること 

２）広場があること 

３）すわるれる床であること 
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